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こうなん町
夢とふれあい

　三本にお住まいの湯本さんは、入浴サービスを利用されてい

ます。湯本さんはこの日を心待ちしていたとのことで、頭や体

を洗ってもらったり、ひげをそってもらったり、つめを切って

もらったりととても気持ちよさそうでした。

　　今月の特集・敬　老　特　集

編集発行　平成2年9月1日　江南町役場（費0485－36－1521）

発行人江南町長柴闘忠雄
きじまるくん
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1凝

　
九
月
十
五
目
は
敬
老
の
日
、
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
が
、
老
人

福
祉
週
間
で
す
。

　
長
寿
国
と
し
て
世
界
最
高
水
準
と
な
る
一
万
、
急
速
な
人
ロ
の
高
齢

化
が
進
み
つ
つ
あ
る
現
在
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
も
つ
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
自
身
の
果
た
す
役

割
り
も
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
は
八
十
八
歳
以
上
の
人
が
三
十
九
人
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
男

女
の
最
長
寿
者
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
長
寿
一

　
　
　
高
橋
　
ぬ
志
さ
ん

　
　
　
　
　
（
9
7
歳
須
賀
広
）

　
女
性
の
長
寿
一
位
は
須
賀
広
の

高
橋
ぬ
志
さ
ん
、
明
治
二
十
六
年

五
月
三
日
生
れ
の
九
十
七
歳
。
女

性
長
寿
一
位
で
あ
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価凄欝

江
南
町
の
最
高
齢
の
人
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
男
性
長
寿
一
位
の

高
橋
嘉
四
郎
さ
ん
と
は
同
級
生
で

す
。　
こ
れ
と
い
っ
た
健
康
法
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
食
事
は
三

度
三
度
き
ち
ん
と
食
べ
、
若
い
こ

ろ
に
は
あ
っ
た
好
き
嫌
い
も
今
は

な
く
な
り
、
生
た
ま
ご
と
牛
乳
以

外
な
ら
ほ
と
ん
ど
食
べ
る
そ
う
で

す
。　
ま
た
、
以
前
二
度
ほ
ど
体
を
こ

わ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
こ
こ
六
年
く
ら
い
お
医
者
さ

ん
に
一
度
も
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
く
ら
い
、
元
気
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
町
内
で
米
寿
（
八
十
八
歳
）
以

上
を
迎
え
る
人
は
、
別
表
の
三
十

九
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
中
で
男
女
別
の
内
訳
と
な

る
と
、
男
性
九
人
に
対
し
女
性
三

十
人
。
こ
れ
を
六
十
五
歳
以
上
ま

で
拡
大
し
て
み
ま
す
と
、
男
性
五

百
三
十
人
、
女
性
七
百
八
十
七
人

　
　
　
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
お
話
し
を
伺
っ
た
二
人
の

高
橋
さ
ん
、
年
齢
を
あ
ま
り
感
じ

さ
せ
な
い
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
一
世

紀
近
く
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
と
い

う
事
実
の
重
み
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
。

各字の区長さん（福

祉委員）さんへ申し

とと
こ　老

　　ス江角を
南冒開
　・催
　15
荘日
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（9月1日現在、敬称略）

氏　　名 年齢
生年月日
（明治） 住　所

高橋　ぬ志 97 26．5．3 須賀広573

高橋嘉四郎 96 26．9．14 須賀広285

野呂きぬゑ 95 28．3．15 野原461－3

新井　つや 94 28．10．27 上新田98

吉野　もん 93 29．10．12 板井1106－1

桃井志とt晒 92 31，1．2 野原461－3

滝田　セよ 92 31．6．15 樋春339

飯島　ゆヨ 92 31．8．25 野原461－3

持田　てみ 91 31．12．5 押切145－1

柴田賢次郎 91 32．1．3 三本948

水野　勝吉 91 32．3．9 成沢1090－2

清水　ミツ 91 32．3．20 樋春2072－9

小林　やす 91 32．5．3 小江川893

福島　ミツ 90 32．10．10 御正新田439

松本　健次 90 33．1．1 押切756

奥野　楽重 90 33．1．IO 三本522－4

近藤　晒ん 90 33．2．2 御正新田347

大場　美恵 90 33．2．15 板井1258

浅野　けい 90 33．2．23 野原461－3

平山　け“ 90 33．4．17 樋春1051

小松原千代 90 33．7．3 樋春1197

新井　よ志 90 33．8．10 三本1997－3

山田　たけ 89 33．9．23 板井706

上杉　コト 89 33．9．27 千代600

湯本　さだ 89 33．12．6 千代59

志田　さだ 89 33．12．20 板井413

反町　かう 89 34．3．3 上新田231

永田　揖長 89 34．3．11 押切134

樋田　あか 89 34．3．30 小江川1396

新井丑太郎 89 34．4．21 野原461－3

荒井　貞次 89 34．6．5 板井829－6

笠原　セみ 89 34．6．7 押切801

柴田　ちか 89 34．8．2 押切724

久保田て俄 89 34．8．11 板井894－1

田辺　恒隆 89 34．8．23 小江川1396

大島　なつ 88 34．10．2 押切370

関口　よし 88 35．1．24 成沢321

鶴岡　ケイ 88 35．6．26 野原461－3

井上　小藤 88 35．8．3 小江川1544

おじいちやん
おばあちゃん

男
性
長
寿
一

　
　
　
高
橋
嘉
四
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
9
6
歳
須
賀
広
）

　
男
性
の
最
高
齢
者
は
須
賀
広
の

高
橋
嘉
四
郎
さ
ん
、
明
治
二
十
六

年
九
月
十
四
日
生
れ
の
九
十
六
歳

で
す
。

　
そ
の
健
康
法
は
、
無
理
の
な
い

食
生
活
と
毎
日
の
散
歩
。
三
食
好

き
嫌
い
な
く
き
ち
ん
と
食
べ
、
間

食
は
し
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

胃
に
負
担
の
か
か
る
硬
い
も
の
や

辛
い
も
の
も
食
べ
な
い
と
の
こ
と
。

　
散
歩
は
日
に
二
～
三
回
、
時
に

は
小
江
川
あ
た
り
ま
で
行
き
、
好

き
な
タ
バ
コ
を
買
っ
て
き
た
り
す

る
こ
と
も
。
午
後
の
散
歩
か
ら
帰

る
と
、
お
風
呂
へ
入
り
、
そ
れ
か

ら
お
酒
を
一
合
ほ
ど
飲
み
、
午
後

七
時
ご
ろ
に
は
床
へ
つ
き
ま
す
。

　
現
在
の
高
橋
さ
ん
の
楽
し
み
は

ド
ラ
イ
ブ
。
お
孫
さ
ん
の
運
転
で

熊
谷
な
ど
へ
出
か
け
た
り
す
る
そ

う
で
す
．
　
　
」

500

400

300

200

100

人

　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　65歳以上の年齢別人ロ（8月1日現在）
481人

341人

269人

145人

60人

18人
　　3人

年65　70　75
齢～　　～　　～
層69　74　79

80　　　　　85　　　　　90　　　　　95

～　　～　　～　　～
84　　　　　89　　　　　94　　　　　99



｛4）広報，零う塗1ん平成2年9月1日発行

、
、
、

ひ
　厚生省の「平成元年簡易生命表」によると

日本人の平均寿命は男75・91歳、女81・77歳

で世界第1位です。このように人生80年時代

をむかえた今、いかに老後をすこやかに、生

きがいをもってすごすかということが大変重

要になってきます。ここでは、お年寄りたち

の暮らしに役立てばと、町で行っている福祉

事業について、ご紹介します。

町
の
老
人
福
祉

　
平
成
二
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た

「
江
南
町
総
合
振
興
計
画
」
の
中

の
高
齢
者
福
祉
の
項
目
に
は
、
「
基

本
方
向
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
十
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
高
齢
者
の
生
き
が
い
対

策
の
推
進
や
在
宅
ね
た
き
り
老
人

の
援
護
な
ど
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
高
齢
者
が
健
康
で

安
定
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う

多
様
化
す
る
高
齢
者
の
二
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
高
齢
者
が
地
域

社
会
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ー
総
合
的
曙
推
導
る
匹

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢

者
福
祉
を
、
お
年
寄
り
た

ち
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
た
う
え

で
、
生
き
が
い
対
策
と
在
宅
福
祉

を
中
心
と
し
た
援
護
事
業
と
の
両

面
か
ら
推
し
進
め
て
い
く
と
い
う

内
容
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
「
基
本
方
向
」

に
そ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

が
、
安
定
し
た
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体

と
な
っ
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
現
在
町
で
行
っ
て

い
る
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
に
な
り
ま
す
と
自
宅

　
　
　
　
　
　
で
の
入
溶
は
大
変

　
　
　
　
　
で
す
。
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
場
合
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
移
動
入
浴

車
が
月
に
一
度
自
宅
を
訪
問
し
、

お
風
呂
を
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

申
請
に
必
要
な
医
師
の
意
見
書
代

は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

短
　
期
保
　
護

　
六
十
五
歳
以
上
で
常
時
介
護
が

必
要
な
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、

一
時
的
に
面
倒
が
み
ら
れ
な
く
な

る
よ
う
な
と
き
（
介
護
者
の
冠
婚

葬
祭
、
病
気
な
ど
）
に
、
お
お
む

ね
一
週
問
以
内
、
お
年
寄
り
を
お

預
り
し
ま
す
。

　
費
用
は
一
日
千
五
百
円
で
す
。

緊
　
急

通
報
シ
ス
テ
ム

　
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で

ひ
と
り
暮
し
、
ま
た
は
病
気
な
ど

で
常
時
注
意
の
必
要
な
人
の
お
宅

に
緊
急
通
報
電
話
、
携
帯
無
線
発
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讐

信
機
を
置
き
ま
す
。

　
万
一
事
故
な
ど
が
あ
れ
ば
、
救

急
出
動
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

電
話
な
ど
は
熊
谷
地
区
消
防
組
合

に
直
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
家
庭
奉
仕
員

の
　
　
派
　
　
遣

　
高
齢
や
病
弱
な
ど
の
た
め
、
自

分
の
身
の
回
り
の
用
事
が
困
難
な

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
に
、
家

庭
奉
仕
員
を
派
遣
し
て
、
お
世
話

し
て
い
ま
す
。

老
　
齢
　
年
　
金

敬
老
記
念
品

　
お
年
寄
り
に
対
し
、
敬
老
と
長

寿
を
祝
福
す
る
た
め
に
祝
金
が
贈

ら
れ
ま
す
。
対
象
は
、
九
月
一
日

現
在
で
町
に
六
か
月
以
上
住
ん
で

い
て
、
満
七
十
歳
以
上
の
人
で
す
。

　
支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

七
十
歳
～
七
十
九
歳
　
四
千
円

八
十
歳
～
八
十
四
歳
　
五
千
円

八
十
五
歳
以
上
　
　
　
六
千
円

　
ま
た
、
敬
老
記
念
品
も
贈
ら
れ

ま
す
。

　
　
●

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の

助
　
成

　
町
内
に
十
七
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

に
補
助
金
を
交
付
し
、
活
動
の
手

助
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
六
十
歳
以
上

の
人
で
構
成
さ
れ
、
老
後
の
生

活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

健
康
増
進
、
教
養
の
向
上
、
地
域

社
会
と
の
交
流
な
ど
の
各
分
野
に

わ
た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

特
殊
ベ
ッ
ド
の

貸
し
出
し

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
等
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
に
、
特
殊
ベ
ッ

ド
を
お
貸
し
し
ま
す
。
ね
た
き
り

の
人
が
食
事
を
と
る
時
な
ど
に
便

利
で
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

ね
た
き
り
老
人

手
　
当

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、

病
気
な
ど
で
六
か
月
以
上

ね
た
き
り
に
な
っ
て
い
る

人
に
月
額
二
千
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
字
の
民
生
委
員
さ
ん

ま
た
は
役
場
住
民
課
（
内
線
2
4
・
2
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
乙
　
　
り
∠

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
九
月
二
十
一
日
～
三
十
日

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
再
点
検

　
交
通
事
故
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ

た
人
は
、
昨
年
一
年
間
で
一
万
一

千
人
を
超
え
、
過
去
十
五
年
間
で

最
悪
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
に
入

っ
て
も
依
然
増
加
の
傾
向
に
あ
り

農地の売買には

農業振興公社

の活用を

ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
に

よ
る
若
者
の
事
故
、
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
高
齢
者
の
事
故
や
、

致
死
率
が
昼
間
の
三
倍
で
あ
る
夜

　
埼
玉
県
農
業
振
興
公
社
は
、
農

地
の
売
買
や
貸
借
の
で
き
る
知
事

が
認
め
た
唯
一
の
公
益
法
人
で
、

農
業
を
や
め
た
い
人
や
経
営
規
模

を
縮
少
し
た
い
人
か
ら
農
地
を
買

い
入
れ
、
ま
た
は
借
り
入
れ
て
、

経
営
規
模
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て

い
る
中
核
的
農
家
に
売
り
渡
し
、

ま
た
は
貸
し
付
け
る
事
業
を
し
て

い
ま
す
。

　
公
社
を
利
用
す
る
と
つ
ぎ
の
よ

う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

売
り
手
に
と
っ
て

①
価
格
は
、
公
正
な
納
得
で
き
る

時
価
で
契
約
し
ま
す
。

②
譲
渡
所
得
税
の
特
別
控
除
は
一

般
百
万
円
が
八
百
万
円
に
な
り
ま

兎
　
●

間
の
事
故
、
土
曜
・
日
曜
の
週
末

の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

重
点
目
標
は
三
点

　
今
年
の
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
の
重
点
目
標
は
、
①
・
「
若

年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
防

止
」
、
②
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」

③
土
地
代
金
は
た
だ
ち
に
現
金
で

支
払
い
ま
す
。

④
手
続
き
が
簡
単
で
あ
り
、
安
全

で
す
。
　
（
農
地
法
の
許
可
申
請
、

登
記
申
請
な
ど
は
全
て
公
社
が
行

い
ま
す
。
買
い
手
に
と
っ
て

①
不
動
産
取
得
税
・
登
録
免
許
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
低
利
な
農
地
取
得
資
金
が
優
先

的
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

③
価
格
は
公
正
に
決
定
さ
れ
、
農

家
の
負
担
は
最
小
の
経
費
で
す
み

ま
す
。

④
手
続
き
が
簡
単
で
安
全
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員

会
へ
　
内
線
二
一
二
一

③
「
違
法
駐
車
の
締
め
出
し
」
の

三
点
で
す
。

①
無
謀
運
転
は
命
と
り

　
運
転
は
、
車
線
を
守
り
、
車
間

距
離
を
十
分
と
っ
て
、
交
差
点
な

ど
で
は
安
全
確
認
を
き
ち
ん
と
行

い
、
危
険
な
運
転
、
迷
惑
な
運
転

は
し
な
い
こ
と
で
す
。

　
若
者
に
目
立
ち
ま
す
、
ス
ピ
ー

ド
に
お
ぼ
れ
て
の
無
謀
運
転
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
は
安
全
へ
の
命
綱

　
自
動
車
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

の
七
割
以
上
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
て
い
な
か
っ
た
人
で
す
。
し
て

い
れ
ば
、
か
な
り
の
人
が
命
は
助

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
“
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
皆
が
正
し
く
締
め
て
か
ら
発

車
す
る
”
を
習
慣
付
け
た
い
も
の

で
す
。

　
二
輪
車
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

や
す
く
、
転
倒
し
や
す
い
乗
物
で

す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
、
か
ぶ
っ
て

い
る
だ
け
で
は
無
意
味
。
正
し
く

着
用
し
て
初
め
て
効
果
が
あ
り
ま

す
。
二
輪
車
の
死
亡
事
故
の
約
五

七
％
は
頭
部
損
傷
や
顔
面
損
傷
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
“
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

し
て
安
全
運
転
を
！
”

家
族
で
話
し
合
お
う

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

こ
の
機
会
に
改
め
て
点
検
し
、
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身

を
、
家
族
を
、
職
場
を
、
地
域
社

会
を
。
交
通
ル
ー
ル
、
交
通
マ
ナ

ー
に
沿
っ
た
安
全
行
動
が
と
れ
て

い
る
か
、
交
通
安
全
を
阻
害
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。
期
間
中
に
、

家
族
で
一
度
は
話
し
合
っ
て
み
ま

し
よ
・
つ
o

　
そ
し
て
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る

交
通
安
全
教
室
や
交
通
安
全
集
会

な
ど
に
も
で
き
る
だ
け
参
加
し
、

実
技
講
習
や
適
性
診
断
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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区
画
整
理

◎
減
歩
に
つ
い
て

　
減
歩
に
は
、
　
「
公
共
減
歩
」
と

「
保
留
地
減
歩
」
が
あ
り
ま
す
。

「
公
共
減
歩
」
は
宅
地
の
利
用
増

進
に
関
連
し
て
必
要
と
な
る
公
共

施
設
（
道
路
や
公
園
な
ど
）
の
用

地
に
あ
て
る
た
め
の
も
の
で
、
「
保

留
地
減
歩
」
は
、
事
業
費
に
あ
て

る
た
め
の
も
の
で
9
般
的
に

減
歩
率
と
い
う
場
合
、
公
共
減
歩

と
保
留
地
減
歩
を
合
わ
せ
た
合
算

減
歩
率
を
意
味
し
ま
す
。

　
六
月
か
ら
の
土
地
区
画
整
理
事

業
説
明
会
で
は
、
地
権
者
の
皆
さ

ま
に
平
均
減
歩
率
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
減
歩
率
は
各
宅
地
で
異
な

り
ま
す
が
、
明
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
仮
換
地
指
定
の
時
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
所
有
す
る
土
地
の
合
計

が
五
十
坪
以
下
の
場
合
は
、
減
歩

が
か
か
り
ま
せ
ん
。
五
十
坪
か
ら

百
坪
ま
で
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
は
、

減
歩
率
が
別
表
の
と
お
り
緩
和
さ

れ
ま
す
。

小宅地の減歩

330m2　面積
（100坪）

　　　　　　　165m

　　　　　　　（50坪

減
歩
率
　
3
0
　
　
2
0
　
　
1
0
　
　
0
％

◎
清
類
つ
い
て

　
清
算
金
は
、
公
園
や
道
路
な
ど

の
公
共
施
設
工
事
費
に
あ
て
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
地
権
者
の
皆
さ

ん
の
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
、
地

権
者
の
間
で
徴
収
や
交
付
が
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
清
算
金
は
事
業
の
最
終

年
度
に
お
い
て
、
換
地
処
分
が
な

さ
れ
た
時
に
、
地
権
者
に
通
知
に

よ
り
明
示
さ
れ
ま
す
。

　
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理

組
合
で
は
、
来
年
度
に
事
業
が
完

了
す
る
予
定
で
す
の
で
、
清
算
金

の
算
出
も
来
年
度
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
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一
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一
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一
一
一
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≡
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≡
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一
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≡
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≡
一
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≡
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一
＝
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一
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一
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一
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≡
一
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一
一
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一
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一
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≡
一
≡
一
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＝
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一
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一
＝
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、

国民年金だより

年金受給者が死亡したときは、

　　速やかに届け出を

　年金受給者が死亡したときは、遺族の人が速やかに

「年金受給権者死亡届」を町年金係に提出してください

　年金は死亡月までの分が支払われますから、本人が

まだ受けていないときは遺族の人に未支給年金として

支払われます。

　死亡届の提出がおくれ、死亡後も引き続き誤って年

金を受けていた場合は、返納していただくことになり

ますのでご注意ください。

日本在住の外国人も国民年金に

　　強制加入になります。

　日本に住所のある20歳以上60歳未満の外国人の人も

国民年金に強制加入することになっています。（但し昼

間部の学生など一部の人は任意加入です。）

　年金を受給する場合、一定の受給資格期間（保険料

納付済期間など）が必要とされていますが、外国人の

人は制度の改正により、昭和57年1月から国民年金に

加入できることになったため、昭和57年1月前の一定

の期間についても受給資格期間に算入される扱いとな

っています。

ま民年金の届出
正しく行いましょう

国

　国民年金の被保険者にはつぎの三種類があり、それ

ぞれに該当した時に手続きをとっていただくことにな

ります。

　第1号被保険者

　日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の自営業

者など

　第2号被保険者

　厚生年金保険の被保険者及び共済組合の組合員

　第3号被保険者

　第2号被保険者の被扶養配偶者で、20歳以上60歳未

満の人

　会社を退職、結婚、再就職、自営業に転職など、人

生の節目には、国民年金の届出が必要となりますので

忘れずにお願いします。

　くわしくは、役場住民課国民年金係

　　　　　　　台36－1521内線224
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燕

〈
南

小

船の科学館見学

　8月1日、南・北小学校5年生

79人は、東京都品川区にある船の

科学館と東京港を見学しました。

これは、㈹埼玉県モーターボート

競走会の主催によるもので子供た

ちは、夏休みの一日を楽しくすご

しました。

取材します

　係では、みなさんからのお

たよりをおまちしています。

みなさんの身近な話題やでき

ごとなど、広報こうなんに掲

載してみたいものがありまし

たら、どしどしご連絡くださ

い。取材にうかがいます。

　連絡は総務課広報係まで

　君36－1521まで

繋’

・磁灘
日赤奉仕団

カ

メ

ラ
リ
ポ
ー
ト

　　　　あきカン拾い

　7月26日、日赤奉仕団で恒例　・

のあきカン捨いが活動の一環と

して行われ、町の中心部（役場

周辺）をきれいにということで

実施され、大変きれいになりま

した。

　暑いなかごくろうさまでした。

高齢者のための

楽しい教室

　7月10日、町民体育館を会場

にフオークダンス教室が開催さ

れました。

　講師に鶴田きみい先生を迎え、

参加した76人の学級生は、楽し

いひとときを過ごしました。
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響
〈
北

小

　　　　蚕誕

　　　　　　』　　　　　　ア　　　　　　　解　　　　　　ド　　　　　　ロ　　　　　　’　　　　　　Pデ　　　　　　伊

馬
　壕

睡、

瓢
〆

親子料理教室

・で、鍬　　L

泌鮮

　8月2日・3日保健セン9一
で、田と子の料理教室が南・北

小学校4年生を対象に開催され

20組40人の親子が参加しました。

子供たちは、お田さんに教え

てもらいながら慣れない手つき

で野菜をきざんだり、出来上が

った料理の味に満足そうでした。

婦人学級
　7月11日、勤労福祉センターに

おいて、「成人病の予防対策」と

題して、町保健一センター所長の山

□正文先生の講習が開催されまし

た。

現代医学の動向として、治療よ

りも予防に力をそそいでいること、

食物管理の重要性を参カロした55人

の学級生に説かれました。
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七
月
八
日
と
十
四
日
の
二
日
間

運
動
公
園
で
県
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
で

御
正
プ
リ
ン
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
女
子
の
部
で
は
、

江
南
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
が
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

御正プリンス

　4115

　
　
　
　
御
正
プ
リ
ン
ス

　
　
2
8

　
　
　
1
2
　
中
央
ク
リ
ー
ン

　
　
0

　
　
　
2
　
小
　
江
　
川
　
B

　
　
2
　
　
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

　
　
6
　
　
千
代
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
片
山
ア
イ
ア
ン
ズ

　
　
　
不
戦
勝

　
　
　
　
江
　
南
　
病
　
院

　
　
　
5
　
成
友
ク
ラ
ブ

　
　
　
o
　
樋
春
親
睦
会

　
　
　
　
　
野
原
親
睦
会

　
　
　
　
不
戦
勝

　
　
7

　
　
　
　
　
ト
ン
ネ
ル
ズ

　
　
　
　
板
　
　
　
　
　
井

　
　
　
不
戦
勝

　
　
　
　
　
上
　
　
新
　
　
田

　
　
不
戦
勝

　
　
　
1
4
　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
　
　
4
　
大
原
ク
ラ
ブ

　
　
伯
　
　
中
央
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ

　
　
　
不
戦
勝

　
　
　
　
　
小
　
江
　
川
　
A

　
　
　
3
　
江
　
南
　
南
　
会

　
　
3

　
　
　
1
7
　
三
木
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
小
江
川
新
道

　
　
0

　
11

B　
8

　
7

12
　
m

9　
6

15
　
7

（
女
子
の
部
）

江
南
レ
デ
ィ
ー
ス
ー
閥
馨
薮

　
　
　
　
　
　
　
●

　
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま

で
四
日
間
、
小
学
四
年
～
六
年
生

を
対
象
に
親
子
卓
球
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
が
夏
休
み
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
Q　
最
終
日
に
は
、
三
日
以
上
参
加

し
た
六
十
五
人
に
終
了
証
が
わ
た

さ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
十
一
日
、
江
南
ゴ
ル
フ
練

習
場
に
お
い
て
初
心
者
の
た
め
の

ゴ
ル
フ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
九
時
三
十
分
ま
で
二
時
間
に
わ

た
り
指
導
者
の
稲
村
清
次
プ
ロ
に

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
三
十
八
名
の
中
に
は
女

性
の
人
も
多
く
　
熱
心
に
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
月
の
ス
ポ
ー
ツ

　
一
日

～
八
日

二
日

一
五
日

二
九
日

三
〇
日

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
ナ
イ
タ
ー
大
会

（
運
動
公
園
）

大
里
郡
町
村
対
抗
大
会

卓
球
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

（
町
民
体
育
館
）

町
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会（
運
動
公
園
）

江
南
中
学
校
運
動
会

南
・
北
小
学
校
運
動
会
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9月9日は「救急の日」

励健膿里し《窃⑩冒ずヨ羽⑨留
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●救急車を呼邸ときの
、底わ　．．，ε4／、　禽　　　　　　　　　　3つのボイント

田救急事故などの発生場所と

　近くの目標

図どのようなケガか病気か

團ケガ人や病人の現在の容態

　（簡単に）

1’

’
じ
｛

奪

増嘘欝雅一

蝋

！

（1月～7月）平成元年・2年救急出動状況

交　通
労　働

災　害

一　般

負　傷
急　病 その他 合　計

平成元年 31 6 19 64 16 136

平成2年 45 5 15 61 11 137

前年対比 △14 ▼1 ▼4 ▼3 ▼5 △1

ヲl

l／

ゆ
楽

歳
聴
灘

　
　
　
　
，

　
芭
蕪
　
野
し
て
　
た
ら
い
に
雨

吻
、
を
　
聞
く
夜
か
な
　
　
こ
れ
は
雨
，

擦
漏
り
が
し
て
、
た
ら
い
に
雨
を
受

．
｛
け
る
光
景
を
う
た
っ
た
芭
蕪
の
句

柳
で
す
。
し
か
し
、
い
ま
で
は

の
わ
け
、
ど
ち
ら
も
辞
書
に
載
っ
］
．

て
い
ま
す
。
N
H
K
編
の
『
新
用
虐

字
用
語
辞
典
』
に
は
、
「
の
わ
き
旨
い

と
あ
っ
て
、
　
「
野
分
け
と
も
」
と
写

な
っ
て
い
ま
す
。
語
源
に
つ
い
て
ぷ

は
、
野
の
草
を
分
け
て
吹
く
風
と
・
、

い
う
の
が
一
般
的
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
野
分
は
、
現
ッ
r

写
こ
う
し
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど

虐
み

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
野
分
は
、
秋
か
ら
初
冬
に

器
か
け
て
吹
く
台
風
の
こ
と
で

い
へ
す
。
台
風
の
あ
と
の
荒
涼
と

・
．
し
た
風
景
の
意
味
に
、
使
わ

ワ一

・
け
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

．
弗
「
野
分
だ
つ
」
と
い
う
言
葉
も
あ

営
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
　
「
野
分
」
を

忌
ど
う
読
む
か
で
す
が
、
の
わ
き
、

　
　
：
　
　
『
　
、
’
　
、
『
一
、
、
』
’
㌧
、
　
『
、
、
『
戸
一
、
、
［
に
見
、
P
一
、
『
『
、
♪
－
　
♪
　
　
p
　
、

東京電力

　第10回文化講演会

在
は
日
常
の
言
葉
と
し
て
使
渚

わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
へ

く
、
俳
句
の
季
語
な
ど
と
し
、
～

て
残
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
柳

も
、
台
風
と
い
う
言
葉
は
、
器

第
四
代
中
央
気
象
台
長
の
岡
ぶ

田
武
松
氏
が
、
英
語
の
タ
イ
肯

フ
ー
ン
の
訳
と
し
て
使
い
だ
器

　
し
た
言
葉
で
、
百
年
も
た
っ
て
い
ポ

　
な
い
新
し
い
言
葉
で
す
。

　
そ
れ
以
前
は
、
暴
風
と
か
野
分
｝
・

　
と
い
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

、
「
一
、
軌
戸
－
、
筑
落
、
F
．
、
見
－
、
｝
一
』
㌧
、
．
ト
｝
P
一
、
、
』
［
－
、
軌
一
、
、
、
戸
．
、
軌
．
、
『

、
｝
幸
ヲ
r

■日　時10月5日働
　午後1時30分開場、2時開演

■場　所熊谷文化センター

■講　師神津カンナ
■テーマ　「時代を生きる女学」

■定　　員　500名

■締め切り　9月13日（木）

　　　　　　当日消印有効

■入場料無料
■応募先・方法

　往復ハガキに住所・氏名・電話

　番号を、また、返信用ハガキに

　自分の住所、氏名を記入のうえ、

　〒360熊谷市筑波1－113

　東京電力㈱熊谷営業所　文化講

　演会係まで。
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祉
見

る
　
発

　
駕
雲
器
奮

今
回
か
ら
町
内
の
地
名
を
取
り

　
　
　
　
み
し
ょ
う
し
人
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
は
、

地
名
は
語
る

「
御
正
新
田
」

伽
上
げ
ま
す
。
御
正
新
田
は
町
の
行

意
政
区
の
名
称
で
、
町
の
東
部
に
当

　
り
、
熊
谷
市
と
江
南
町
の
樋
春
・

　
成
沢
と
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地

　
　
　
　
　
　
す
ん
の
は
ら
し
エ
う

　
域
は
か
つ
て
春
原
荘
と
呼
ば
れ
、

邸
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
由
緒
を

　
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
御
正
」
と
は
御
荘
の
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
荘

は
、
平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
末

ま
で
全
国
に
つ
く
ら
れ
、
主
に
有

力
な
寺
社
、
貴
族
に
属
し
、
私
的

な
領
地
、
領
民
と
し
て
お
お
や
け

の
政
治
支
配
か
ら
独
立
し
て
直
接

領
主
や
地
頭
の
支
配
下
に
置
か
れ

て
い
た
の
で
す
。

　
町
の
周
辺
に
は
、
春
原
荘
の
ほ

か
に
畠
山
荘
（
川
本
町
）
、
篠
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
い
ず
ん

荘
（
川
本
町
・
江
南
町
）
、
小
泉

荘
（
大
里
村
）
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
ゼ
　
　
ら
　
　
だ

　
群
馬
県
世
良
田
（
現
尾
島
町
）

に
長
楽
寺
と
い
う
古
刹
が
あ
り
ま

す
。
南
北
朝
時
代
、
楠
木
正
成
と

共
に
南
朝
の
功
臣
で
あ
っ
た
新
田

義
貞
を
は
じ
め
と
す
る
、
新
田
家

毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ご
ー
　
番
、
婿
亭
斗
ー
昏
壕
～
癖
」

第3話

の
菩
提
寺
で
す
。
本
寺
に
つ
た
わ

る
「
長
楽
寺
文
書
」
と
、
新
田
家

の
家
臣
で
あ
っ
た
岩
松
家
に
つ
た

　
　
　
ま
き
　
　
を
コ

わ
る
「
正
木
文
書
」
は
、
鎌
倉
、

室
町
時
代
の
北
武
蔵
に
か
か
わ
り
．

の
深
い
貴
重
な
古
文
書
で
す
。
こ

の
文
書
に
は
、
万
吉
（
熊
谷
市
）
、

小
泉
（
大
里
村
）
な
ど
に
加
え
、

春
原
の
名
も
み
え
ま
す
。
当
時
、

こ
の
地
域
は
、
新
田
家
の
領
地
か

ら
菩
提
寺
の
長
楽
寺
へ
寄
進
さ
れ

た
う
え
、
代
官
の
岩
松
氏
が
当
地

へ
派
遣
さ
れ
、
万
吉
内
に
在
住
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
御
正
と
は
、
新
田
家
か
ら
長
楽

寺
の
御
料
所
と
し
て
寄
進
さ
れ
た

土
地
の
う
や
ま
っ
た
言
い
方
で
あ

ろ
う
と
推
測
で
き
ま
す
。
同
様
の

言
い
方
は
熊
谷
市
新
堀
に
も
つ
た

わ
っ
て
い
ま
す
・
江
南
町
の
場
飢

は
・
御
正
村
（
領
）
と
も
呼
ば
鴛

て
い
た
よ
う
で
す
（
写
真
）
。

　
し
ん
で
ん

　
新
田
と
は
、
新
田
家
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
や
　
　
　
か
い
こ
ん

は
な
く
、
新
し
く
原
野
を
開
墾
し

た
土
地
の
意
味
で
す
。
江
戸
幕
府
・

は
新
田
開
発
を
大
名
に
命
じ
、
農

民
に
も
奨
励
し
ま
し
た
。
江
南
町

で
は
、
姓
は
不
詳
で
す
が
六
兵
衛

と
い
う
人
が
代
表
と
な
っ
て
、
江

戸
時
代
初
期
に
開
墾
を
行
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
場
所
ま
で

は
特
定
で
き
ま
せ
ん
．
　
～

　
御
正
新
田
の
名
は
古
い
地
名
で
…

す
が
、
古
文
書
が
残
る
と
い
う
幸
㎜

運
が
あ
っ
て
由
来
を
知
る
こ
と
が
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

で
き
ま
し
た
。
古
記
録
、
絵
図
な
噛

ど
の
古
文
書
は
大
切
に
保
存
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
享
．
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駈

㌍

塁

炉

現

ε
う
を
勘

　
　
　
俳
句
会
⑮

迎
へ
火
の
け
む
り
静
か
に
亡
母
を

待
つ
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

踊
り
子
の
し
な
に
ひ
か
さ
れ
声
か

け
る
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

迎
へ
火
を
焚
く
人
の
あ
り
田
舎
道

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

続
経
の
声
堂
に
満
ち
大
施
餓
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
猪
祐

若
連
の
頼
も
し
き
か
な
盆
や
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
尺
　
　
～
B
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
・
γ
　
　
　
ノ
白
ハ

盆
僧
の
去
り
て
御
霊
と
団
樂
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

向
日
葵
や
空
の
広
さ
を
一
人
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

茄
子
の
馬
足
踏
ん
ば
っ
て
霊
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

魂
棚
は
賑
は
い
て
あ
り
幾
世
代

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

迎
え
火
に
無
縁
仏
も
誘
い
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

娘
等
が
児
を
連
れ
て
集
へ
る
墓
参

か
な
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

盆
団
子
故
郷
の
白
さ
を
味
は
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

　
　
◎

孟
蘭
盆
の
島
に
人
声
ふ
へ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
花
枝

面
影
は
昔
の
ま
ま
の
お
盆
客

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

盆
の
村
昔
の
友
と
再
会
す

　
　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

孟
蘭
盆
会
父
母
雲
越
へ
て
来
る
け

は
い
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

逝
き
し
児
の
年
数
へ
つ
つ
迎
へ
盆

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
ェ

指
先
の
機
敏
に
動
き
盆
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

迎
へ
火
の
い
と
も
寂
し
き
細
さ
か

な
　
　
　
　
　
　
飯
塚
　
洋
子

海
も
空
も
同
じ
彩
し
て
佐
渡
の
夏

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

不
義
理
な
る
顔
の
揃
い
し
お
盆
か

な
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

畦
道
の
草
刈
終
へ
て
盆
迎
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

墓
掃
除
思
へ
ど
遠
き
ロ
シ
ヤ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
　
美
津

先
代
に
似
て
来
し
読
経
盆
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男
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　　　埼玉県農林公園催物（9・10月）

花き園芸講座　　　　　　　　　農林学級

開催日 時　　間 内　　　　　　容 開催日 時　　間 内　　　　　容

％日（火） 午後r時30分 日本の竹と笹 ％日（日） 午前10時 農業体験

13日（木〉 午後1時30分 秋のバラを楽しむ（勢定） （おばけかぼちゃコンクール）

17日（月〉 午後1時30分 秋の山野草 19日（水） 午後1時30分 キノコ狩りをするための

19日（弱 午後1時30分 キノコ狩りをするための キノコの見分け方

キノコの見分け方 20日（木） 午前10時 料理教室（パンプキン料理）

26日（水） 午後1時30分 多年草（宿根）の栽培 23日（．ヒ） 午前10時 自然観察（さわやかハイク）

■申込み

川本町大字本田5768－1

24日（日）

28日（斜

30日（日）

午前10時

午後1時30分

午前10時

自然観察（さわやかハイク）

まゆ人形講習会

木工教室（型抜き）
◎花き園芸講座 a83－2841 ％日（日） 午後1時30分 料理教室（鶏肉料理）
植分振興センター分室

◎農林学級　含83－2301

　農林公園管理事務所

■申込み

　川本町大字本田5768－1

◎花き園芸講座　a83－2841

　　植分振興センター分室

■費用は無料です。

十
月
一
日
は
国
勢
調
査

　
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
福
祉
・

雇
用
・
住
宅
対
策
な
ど
、
国
や
都

道
府
県
・
市
区
町
村
の
行
政
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
で
す
。

　
九
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
間
に
、
調
査
員
が
世
帯
ご
と

に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
漏
れ

な
く
ρ
ご
記
入
く
ξ

　
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
間
に
、

調
査
員
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

o

0繭輌査
総務庁統計局　江南町

国
勢
調
査
人
ロ
予
想

　
平
成
二
年
国
勢
調
査
に
よ
る
埼

玉
県
の
人
口
は
、
何
人
で
し
ょ
う
。

■
応
募
資
格

　
埼
玉
県
内
に
居
住
す
る
人
。

■
応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
よ
り
、
一
人
一

枚
一
解
答
と
し
ま
す
。
裏
面
に
予

想
人
口
、
住
所
（
郵
便
番
号
を
含

む
）
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

■
締
め
切

　
九
月
三
十
日
㈲
当
日
消
印
有
効

等三二一■
外等等等賞

　
金

五
〇
、

三
〇
、

一
〇
、

記
　
念

■
県
の
人
ロ
推
移

55

年
1
0
月
1
日

60
年
1
0
月
1
日

2
年
4
月
1
日

■
送
付
先
・
問
合
せ

　
〒
講
浦
和
市
高
砂
三
－
十
五
⊥

埼
玉
県
企
画
財
政
部
統
計
課
内

「
平
成
二
年
国
勢
調
査
埼
玉
県
実

施
本
部
人
口
予
想
懸
賞
募
集
係
」

含
〇
四
八
－
八
二
四
－
二
二
一

　
内
線
二
一
八
四

役
場
は
、
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

○
○
○
円
　
一
名

O
O
O
円
　
二
名

O
O
O
円
　
三
名

　
品
　
　
五
〇
名

　
〈
参
考
〉

　
五
、
四
二
〇
、
四
八
O
人

　
五
、
八
六
三
、
六
七
八
人

　
六
、
三
四
四
、
四
…
人

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
（
廠
）
疑
舗
）

　
〔
七
月
中
届
出
〕

成
　
　
沢

　
　
　
　
ニ
う
せ
い

　
山
崎
　
晃
誠

押
　
　
切

　
　
　
　
め
　
　
い

　
田
中
　
芽
衣

　
　
　
　
ゆ
　
　
い

　
石
黒
　
悠
衣

樋
　
　
春

　
　
　
　
ち
　
む
り

　
今
野
　
千
織

御
正
新
田

　
　
　
　
ゆ
う
　
た

　
鈴
木
裕
太

　
　
　
　
な
　
　
な

　
齋
藤
　
奈
々

野
　
　
原

　
　
　
　
と
も
　
や

　
木
村
　
友
哉

千
　
　
代

　
　
　
　
し
お
　
り

　
福
島
　
栞
里

長
男
　
（
眞
二
）

二
女
　
（
英
輔
）

長
女
　
（
武
夫
）

長
女
　
（
隆
生
）

長
男
　
（
富
治
）

三
女
　
（
利
弘
）

長
男
　
（
進
）

二
女
　
（
喜
一
）

人のうごき

十34

十17

十17

十　9

在
現
人
人
人

日
7
8
7
0
0
8
2
3

1
　
6
　
7
サ
9
2
ラ
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ぼしゆう

●

健康大学の受講生
■対象・定員

　県内に居住する20歳以上65歳i■入場料（全席指定）

　未満で健康づくり活動に関心

　　のある人　70人

　■期　　間

　　10月5日（釧～11月14日（水）まで

　　の平日（7日間）

　■場　　所

　　熊谷地方庁舎4階大会議室

1■内　　容

　　健康づくりの基礎知識

　■費　　用　　無料

　■申込・問合せ

　　9月25日（土）までに、ハガキに

　　住所・氏名・年齢・電話番号i

　　を明記して、熊谷保健所〒360

　　熊谷市熊谷861　盈23－2811

　　ワープロ講座
　■日　時
　　昼間1日コース

　　9時30分～16時30分
10月12日（斜、13日（土〉、16日（火）i■演奏曲目

　　　　17日（水〉

　　　　夜間2日コース
　　　　18時30分～20時30分
　　　　lO月11日（木）～12日（斜

　　　　10月16日（火）～17日（水）

●●■定員
　　：　各回とも10人

　　：　だい締め切り。

　　i■申込逐
　　i　9月24日（月）

　　i　話で受付

　　i■受講料
　　1　昼間コース　5．150円

　　1　夜間コース　3．090円

　　i口場所・問合せ

　10月21日（日）　　　　　　　　1

　昼の部　午後2時開演　　　　i

　夜の部　午後6時開演　　　　1

■会　　場　　　　　　　　　i
　埼玉県熊谷会館　　　　　　　i

　S　S席3．000円、S席2，000円　l

　A席1．500円　　　　　　　　：

■演　　目　　　　　　　　i

　天使の微笑　悪魔の涙　　　　i

　レッド、ホット、ラブ　　　i

■前売所　　　　　　　　i
　《熊谷市》　八木橋百貨店　　i

　ニットーモール、熊谷会館　　：

■前売開始　　　　　　　　　：

　8月29日、八木橋8月30から　i

■間合せ　　　　　　　　i
　埼玉県熊谷会館　智23－2535i

文化庁移動芸術祭公演　i

■日　　時　　　　　　　　1
　10月29日（月）午後6時30分開演：

■会　　場　　　　　　　　i

　埼玉県熊谷会館　　　　　　i

■入場料　　　　　　　　i
　S席3．200円、A席1．500円　　i

　◎モーッアルト：歌劇「皇帝1
　ティトゥスの慈悲」序曲K621i
　◎モーツアルト＝ヴァイオリ　i

　ン協奏曲第5番イ長調K21g　i

　◎ブラームス：交響曲第2番1

　二長調作品73　　　　　　　i
定員になりし：■演奏者（80名）

午前9時から電

埼玉県熊谷福祉センター

熊谷市箱田5丁目6番2号
費21－5421（熊谷福祉センター）

■場　　所　　　　　　　　：

　勤労福祉センター第2研修室i

■内　容　　　　　　i
　行政への不満など　　　　　i

■問合せ　　　　　　　　i
　総務課　内線227　　　　　　i

心配ごと相談i
■日　　時　　　　　　　　i

　9月11日（火）・9月25日　　　i

　午前9時30分～正午まで　　　i

■場　　所　　　　　　　　i

　勤労福祉センター第2研修室i

■内　　容　　　　　　　　　：

　日常生活での悩みごと　　　：

■間合せ　　　　　　　　i
　社会福祉協議会　内線252　　i

民事介入暴力に関する　i

無料法律相談i
■日　　時　　　　　　　　1
　9月29日（土）　　　　　　　　　1

　午後1時～午後4時まで　　　i

■場　　所　　　　　　　　i

　熊谷市内　市民ホール　　　　i

　中央公民館301号室　　　　　i

■相談内容　　　　　　　　i

　暴力団が関係する民事、刑事1

　問題一切　　　　　　　　　：

その他

　指　　揮　＝尾高　忠明

　ヴァイオリン：漆原　朝子

　管弦楽：東京フィルハー
　　　　　　モニー交響楽団

■前売所
　八木橋百貨店、タニタ楽器店、

　ニットーモール、⑱清水園、

　熊谷会館ほか

■前売開始　　　9月4日（火〉
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　熊谷保健所では、心身に障害i

のある人が歯科治療を受けやす

宝

口日

iい制度を検討するために、町内i

iにお住まいの心身に障害のある

i人を対象に歯科検診を行います。l

i■対　　象

i　町内在住で、身体障害者手帳i

i　をお持ちの人

1■内　　容

i　歯科検診（う歯の有無、歯肉　i

i　の状況など）、歯磨き指導、

i　栄養（食事）指導

i■実施期日　　10月～11月
i■締め切り　　9月25日（火）

i■申し込み・間合せ

i　熊谷保健所予防課もしくは保i

：　健婦課まで電話で

i　a23－2811内線207～273




